

































































2	 この写真を表紙に採用している教科書は，『高等学校　韓国近現代史』（第 6 版）（金
星出版社，2009年）である。説明は本文の252ページにある。ブルース・カミングス『朝


































































































































































































































　真相究明委員会は，4.3事件による犠牲者数を 2 万 5 千人～ 3 万人と
推計している。当時の済州島の人口は，約28万人であったので，これ


























る 愛 国 市 民300日 闘 争 記 録 」［ 韓 国 語 ］（http://www.newdaily.co.kr/news/article.































































































































































































































































































































































































































いておこう。大きく 4 つの局面があった。第一は，開戦から 9 月半ばま

























































































































































































































































































































































































市立大学論叢・社会科学系列』第62巻第 1 , 2 , 3 号，2011年 3 月）を参照されたい。
なお 6 月民主抗争の具体的な様相については，ユウ・シチュン『 6 月民主化抗争』［韓
国語］（民主化運動記念事業会，2003年）および民主化運動記念事業会・韓国民民主
主義研究所編『韓国民主化運動史 3 』［韓国語］（民主化運動記念事業会，2010年）の
































































































































抗争後， 7 ～ 9 月にかけて労働者大闘争と呼ばれる労働運動の高揚が確
かにあったが，労働組合結成と賃金引き上げなど，一定の成果を得て，
それ以後，激しい街頭闘争は収束していった。このように社会運動が沈
静化したことは，軍部に再登場の口実を与えなかったといえる。
　第四に，民主化実現後，これに続いて韓国の飛躍的な高度成長，そし
て冷戦の崩壊という世界史的大変化があった。これらは軍事政権・権威
主義体制の存続を可能とした「北の脅威」という理由をますます通用さ
せなくした。
　第五に，盧泰愚政権を引き継いだ金泳三政権の下で，軍部の刷新が断
行された。全斗煥のつくったハナ会は解体され，軍部強硬派は軍部首脳
部から排除された。こうして軍部が政治の舞台に再登場する可能性はほ
ぼ完全に封じられたのである。
おわりに
　以上，「解放」と「分断」に規定された韓国社会の変化をわたしの切
り口で眺めてきた。まったくもって学術的用語でないが，その歴史は文
字通り「波瀾万丈」であった。解放後の韓国社会は，苦難と悲痛を伴う
歴史であった。その具体的内容を繰り返して述べる必要はないだろう。
苦難や苦痛それ自体，現代韓国社会の歴史の「影」の部分であるが，韓
国社会における権力や栄達がこの苦難や悲痛をあえて犠牲にして成り立
つといった「暗闇」さえあった。しかし，こんにち，韓国社会は先進国
的な経済水準を達成し，民主主義を定着させるという意味で「光」を輝
かせた。本稿は，その諸要因をわたしなりに考察したつもりである。し
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かし，その根本を一言で言えば，苦難と苦痛に耐え，これを克服しよう
とした韓国人の努力があったと言えよう。あの過酷な権威主義に抗して
自らの力で民主主義を勝ち取ったということについては敬意さえ覚え
る。しかし，だからといってこんにち韓国社会が「光」で満ちていると
いうのではない。
　こんにちも韓国社会は「影」の部分を抱えている。ごく一例だが，大
学を卒業した優秀な若者の半数が就職できずにいる。あるいは正規職を
得られず，非正規職のままワーキングプアとして生活する人々が多くい
る33。所得格差がどんどん拡がっている。彼らは「負け組」として挫折
感と剥奪感を抱き，将来への希望を失いつつある。また韓国社会も高齢
化が急速に進行しているが，老後に不安を抱く高齢者の自殺が急増して
いる。先進国化した豊かな韓国社会のなかでこうした「影」の部分が拡
がりつつあるのである。
　そして依然として「分断」は未完の課題として残されている。「分断」
のもとでの南北競争で，韓国は経済発展の点でも民主主義の実現の点で
も明らかに北朝鮮に勝利をおさめたと言うことができる。いまあの特異
な世襲権力のもとで経済的に呻吟し，人権的に抑圧されている北朝鮮社
会の同族をどう包容し，「分断」を克服していくのか，韓国は非常に困
難な課題を抱えているのである。
　限られた時間（紙幅）で語ることのできなかったことも多い。最後の
最後であるが，何故，「韓国社会」を語るのかということだけ述べて筆
を擱くことにしたい。韓国は日本のもっとも近い隣国である。隣国であ
るから友好関係でありたいと願っている。そのためには日韓相互の努力
が必要である。相互に友好を築こうという意思が必要である。そのため
には相手をよく知り，理解することが前提である。ところがこんにち余
33	その実態については，禹晳薫・朴権一『韓国ワーキングプア　88万ウォン世代』（明
石書店，2009年）をぜひ参照して欲しい。この社会現象はグローバル化したこんにち，
日本でも共通の問題としてある。
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りにも偏狭な知識と価値観で相手を決めつける言説が拡がっている。ま
ことに残念という外ない。とくにヘイトスピーチのように「韓国人」「朝
鮮人」をまるごと否定するような言辞が白昼，公道で声高に叫ばれてい
る現実は悲しい。これは当然，韓国人の反発を生み，彼らの反日的言辞
をエスカレートさせる。憎悪の悪循環である。
　わたしは学生たちによく，「韓国人にも，日本人にもいい人もいれば，
悪い人もいる。韓国人だからこうだ，日本人だからこうだと決めつける
ことはできない。また同じ人でもいい人になるときもあれば，悪い人に
なることもある。」と話す。要するに，韓国，韓国社会について，ある
一面だけで，こうだと決めつけることはできないということを言いたい
のである。韓国社会の真相を知るために，その多面性，多様性を理解す
ることが大切だと考える所以である。この論考が韓国社会について，こ
うだと思い込んでいた人に少しでも韓国社会の多面性，多様性，すなわ
ち「光と影」に目を開いてもらえたなら幸いである。
（付記）
　本稿は，最終講義案の構想をもとにしたが，最終講義そのものの記録
ではない。余計な話は削除し，語り尽くせなかったことを加えた。講義
では多数の写真を使用してそれをもとにエピソード（むしろ余談）を多
く語ったが，本稿では紙幅の関係でごく限られた写真のみにとどめた。
　最後になるが，研究と教育の場を与えて下さった横浜市立大学，大学
内でさまざまなことをサポートしてくださった職員のみなさん，自由な
研究の雰囲気を維持して下さった先輩，同僚の教員のみなさん，講義を
熱心に聞いてくださった学生のみなさん，明るく，楽しく，仲良く，そ
して一生懸命，勉学に励んでくださったゼミ生のみなさんに，改めて心
から感謝を申し上げたい。
